現れ出る（Showing Up）
（変化のプロセスにおいて、自分自身に出会い、自分自身であるための１つの方法）
わたしは自分自身に、こう聞いてみる...
今朝わたしは、自分が誰かということを決めて現れ出てはいないだろうか、今まで得てきた知識や洞察や理解に完全に満足し、それを心地よく感じながら。
それとも・・・自分の習慣的な考え方をやめようとして、
わたしは、周りに水平線という広がりを持って現れ出ただろうか。
心と精神が、何も書かれていない紙のようで、
そこに、今まで考えたこともなく、感じたり理解できるとは思っていなかったことを、書けるように。
これからきっと体験することから、
教えられ、
自分自身を再定義することができるようにしながら。
なぜなら、変化を実現するためには、
今まで私が真実だと思い込んでいたものと、
真実がわたしに用意してくれているものと、
その２つの間で起こる高い緊張を、経験する必要があるから。
その瞬間に、しがみつく必要があると感じていた全てを手放す。それらは、混ざりあい、溶け合い、そして収束していき、全体となって再び表に現れ出る瞬間に至る。
わたしにとっては、
変化は、物事が本当は何であるかを見るときに起こる。
少なくとも、そう思える。
物事を、そうなって欲しいように見るときではない。
それから、わたし自身を、見ているものによって動かされるようにする。
そして、わたしは変わる。
そしてわたしは、男になり、
そしてわたしは、女になる。
わたしは、なる。
次に出会う人に自分を紹介するとき、
わたしは、誰になったかで紹介する。
誰であったかではなく。
なぜなら、変化したわたしが、今のわたしだから。
わたしは、今にいる。
すくなくとも、当面の間は。
何も書かれていないページを持つことを望み、周りに水平線を持って、ふたたび現れ出るまで。
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